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 邦題はわかりやすいが、それだけでは何の映画かわからない。それに対して、

原題の『脐带』（＝へその緒）はインパクトのある言葉。認知症が進み、徘徊

の危険が深まる母親を、ロープで自分の身体に結びつける息子の姿を見ている

と、なるほど、なるほど・・・。 

本作前半では、潔い主人公の選択ぶりに注目！後半からは、内モンゴルの大

草原をサイドカーに母親を乗せて駆け抜けるロードムービーに注目！ 

母親が探す“思い出の木”はどこにあるの？そして、人間の幸せはどこに？

そんな人生観と哲学を、内モンゴル出身の若手女性監督、乔思雪（チャオ・ス

ーシュエ）のデビュー作たる本作からしっかり考えたい。 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

■□■原題は？邦題の変更はなぜ?その賛否は?■□■ 

本作の原題は『Qi dai（脐带）』。これは、日本語で言う“へその緒”のことだ。しかし

て、２０２２年１１月、第３５回東京国際映画祭のアジアの未来部門に選出され、ワール

ドプレミア上映された時の邦題は、原題をそのまま日本語訳した『へその緒』だった。そ

んな本作は、フランスに留学して映画を学んだ、１９９０年生まれの内モンゴル出身の才

女、乔思雪（チャオ・スーシュエ）監督の長編デビュー作だ。日本中国友好協会が発行す

る『日本と中国』の紙面で「熱血弁護士坂和章平 中国映画を語る」の欄を毎月書いてい

る私は、縁あってそんな本作の視聴リンクを入手することができた。本作は、６～８月に

３回にわたって東京での試写会が予定されているが、そこでの公開にあたっては、邦題が

『草原に抱かれて』に改められた。それは一体なぜ？ 

認知症が進む母親・娜仁左格（ナランズグ）（巴德瑪／バドマ）を、都会で電子音楽をや

っているミュージシャンの息子（次男）阿魯斯（アルス）（伊德尔／イデル）が引き取り、

草原に抱かれて 

（Qi dai（脐带）／The Cord of Life） 
2022年／中国映画 

配給：パンドラ／96分 

2023（令和5）年6月24日鑑賞 オンライン試写 

★★★★ 
監督・脚本：乔思雪（チャオ・スー

シュエ） 

出演：巴德瑪（バドマ）／伊德尔（イ

デル）／蘇日雅（スー・リー

ヤー）／娜荷芽（ナヒヤ） 

２０２３－７７ 



2 
 

２人だけで母親が希望する故郷＝草原の中で過ごす本作は、『草原に抱かれて』の方がスマ

ートかつスタンダード。しかし、認知症のため、ややもすれば野外を徘徊し行方不明にな

ってしまう母親の身体を、息子は自らの身体とロープで繋ぎとめて生活していたから、そ

んな“実態”をきちんと見れば、邦題も原題と同じ『へその緒』で良かったのでは？さて、

あなたの賛否は？ 

■□■内モンゴルに、こんなカッコ良いミュージシャンが！■□■ 

中国には漢民族の他に少数民族が合計５５もあり、それぞれ自分たちの伝統を守りなが

ら生活している。そのため、数は少ないながら、映画だってそれぞれの民族の映画がある。

例えば、『羊飼いと風船』（１９年）はチベット族の興味深い映画だった（『シネマ４８』２

０７頁）し、『大地と白い雲』（１９年）は内モンゴル自治区の興味深い映画だった（『シネ

マ４９』３０８頁）。モンゴル族と聞けば、私たち日本人はすぐに蒙古帝国やジンギスカン

伝説に結びつき、屈強な騎馬民族を思い浮かべるが、『大地と白い雲』の主人公は内モンゴ

ル版の“フーテンの寅さん”だった。つまり、本来なら、大草原の中で羊を飼い、ゲルで

愛妻と仲良く暮らすべき主人公が、馬に代わってバイクや車が移動手段となり、草原の向

こうでは急速な都市化が進む現代の内モンゴルに生きる若者（フーテンの寅さん？）とし

て、羊の群れとトラックを交換し、いずこかに旅立っていく姿は、いかにも“時代の変化”

を感じさせる興味深いものだった。 

ところが、同じ内モンゴル自治区を舞台にした本作の冒頭は、演奏会の舞台で電子音楽

の演奏をするカッコ良いミュージシャン、アルスの現代的な姿なので、それに注目！今は

経済的にも軍事的にもアメリカと肩を並べるほどになっている中国は、内モンゴル自治区

だってアメリカのロックに負けちゃいない！最新の電子音楽を演奏しているアルスの姿を

見ると、そんな自負心も・・・？ 

■□■これは軟禁？虐待？ならば俺が・・・■□■ 

 老人の介護問題、とりわけ認知症が進行する父親や母親の介護問題は、日本だけでなく

先進国共通の問題。その問題は『ファーザー』（２０年）（『シネマ４９』２６頁）でも、『す

べてうまくいきますように』（２１年）（『シネマ５２』１４６頁）でも、さらに『波紋』（２

３年）でも取り上げられていたが、内モンゴル自治区でも同じ問題があるらしい。 

公演を終えたアルスが携帯で話しているのは、兄夫婦と同居している母親ナランズグら

しいが、どうも話がトンチンカン。「これは心配だ！」と思ってアルスが兄夫婦の家を訪れ

ると、認知症が進行中の母親の介護には兄夫婦もかなり苦労しているらしい。今まさにそ

の“現場”を見たアルスの目に、それは介護ではなく軟禁もしくは虐待とさえ思えたが、「そ

れなら、お前がやってみろ！」と言われると・・・。「俺には仕事がある」さらに、「俺に

は大勢のファンがついている」と言いたいところだが、そんなことを兄夫婦に言えるはず

はない。 

ちなみに、私は２人兄弟の弟だから本作のアルスと同じ立場だが、幸いなことに両親は
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夫婦２人でふるさとの松山にずっと住み、兄も私もふるさとを離れた仕事場にいた。その

ため、帰郷もままならないまま、母親が死亡し、続いて父親も死亡したが、兄弟２人とも

母親、父親を介護した経験はない。したがって、本作に見る兄夫婦の介護の苦労はわから

ないから、兄夫婦が母親に対して見せる介護姿勢を批判することはできないが、それはア

ルスも同じだ。アルスがそれに文句をつけて、「よりましな、より人道的な介護をしろ！」

と主張するのであれば、認知症進行中の母親を自分が引き取るしかないが、さあ、アルス

はどうするの？NHK大河ドラマ『どうする家康』では、毎回家康が選択を迫られているが、

アルスに今、ミュージシャンを辞めて、認知症進行中の母親、ナランズグを引き取り介護

するという選択肢はあるの・・・？さあ、どうするアルス・・・？ 

■□■内モンゴルを舞台とした名作の系譜をいかに継承?■□■ 

あなたはモンゴル（国）と内モンゴル（自治区）の違いを知ってる？日本の大相撲では

白鵬や鶴竜、照ノ富士をはじめ、モンゴル出身で横綱まで上りつめた「強い力士」が有名

だが、この“モンゴル”は、かつて“モンゴル人民共和国”と呼ばれ、今は“モンゴル国”

と呼ばれている国のこと。それに対して、内モンゴルは中国の北部に位置し、中国政府の

管理下に置かれている自治区のことだ。中国人はモンゴル自治区のことを内モンゴル、モ

ンゴル国のことを外モンゴルと呼び、モンゴル国ではモンゴル国のことを北モンゴル、内

モンゴル自治区のことを南モンゴルと呼んでいるそうだ。かつて巨大な領土を誇ったジン

ギスカーン率いる“モンゴル帝国”は日本にも“蒙古襲来”という形で歴史上に２度も登

場してきたが、現在日本で取り上げられるモンゴル国の話題は大相撲のことばかり。つい

最近では、宮城野親方（元横綱白鵬）の弟子である落合改め伯桜鵬が、幕下付け出し初土

俵からわずか３場所で新入幕したことが大きな話題となった。そんなモンゴル国に対して、

内モンゴル自治区のことは、チベット自治区や新疆ウイグル自治区等と共に日本人にはほ

とんど知られていない。 

そんな状況下、内モンゴル自治区を舞台として有名になった映画が、①『白い馬の季節』

（０５年）（『シネマ１７』３７５頁）、②『トゥヤーの結婚』（０６年）（『シネマ１７』３

７９頁）、そして③『大地と白い雲』（１９年）だ。私は『大地と白い雲』の評論で、草原

での羊飼いの生活に満足できず、都会に憧れてバイクを乗り回している主人公を念頭に「こ

の男は内モンゴル版“フーテンの寅さん”？」の小見出しで書いたが、それは大地と白い

雲、そして草原と羊がよく似合う内モンゴルでも急速に都会化が進み、ビルの林立する都

会に憧れる若者が増えていることを示すものだった。しかして、本作の主人公アルスも都

会に住み、電子音楽で人気を呼んでいるカッコ良いミュージシャンだから、もはやモンゴ

ルの大草原より大都会のビルの方がよく似合う男のはずだ。そんな男が認知症の母親と２

人きりで大草原の旅に出るとは！すごい決断！本作は中盤からそんなストーリーになって

いくが、内モンゴルを舞台とした名作の系譜をいかに継承？ 
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■□■母親の思い出の木はどこに?大草原をサイドカーで！■□■ 

 大草原と聞けば、日本ではせいぜい北海道を思い浮かべるしかないが、内モンゴルのそ

れは規模が全然違うらしい。モンゴルの大草原を駆け抜けるには馬が最もふさわしいが、

都会化が進む今の時代、アルスが愛する乗り物は『大地と白い雲』の主人公と同じく、馬

ではなくバイクだ。もっとも、『大地と白い雲』の主人公が乗っていたのは普通のバイクだ

が、本作の主人公が乗るのは母親を乗せるもう一輪の車台を取り付けた、いわゆるサイド

カー（側車付二輪車）だ。ヒトラー映画ではナチスの将校が側面の車台に座っているが、

本作でそこに座るのは母親だから、そのコントラストは面白い。アルスが運転し母親が同

乗する、そんなサイドカー姿は『大脱走』（６３年）で見た、スティーブ・マックイーンの

バイク姿ほどのカッコ良さはないが、内モンゴル特有の移動式テントであるゲルなど生活

装備一式を乗せて以降展開していく、内モンゴル自治区での母親の“思い出の木”を探す

ロードムービーに注目！ 

川の近くに設営したゲルを抜け出した母親が見せるモンゴル式の踊りは、おばあちゃん

ながらなかなか魅力的。そのまま水の中に入っていかないように（？）、アルスはしっかり

２人の身体をロープで結んだから、これで母親の安全はキープ！特別に何が面白いわけで

はないが、本作後半の主役はそんな２人の“臍帯”ぶりと、アルスが運転するサイドカー

になるから、そんなロードムービーをタップリ味わいたい。 

■□■アルスを助ける若い女性はひょっとして監督の分身？■□■ 

 中国では近時、第８世代監督の抬頭が顕著だが、本作で監督デビューし、第３５回東京

国際映画祭アジアの未来部門に選出されワールドプレミア上映されたのは、１９９０年に

内モンゴルに生まれ、フランスで映画を学んだ女性、乔思雪（チャオ・スーシュエ）。私は

全然知らなかったが、母親役のバドマはプロの女優だが、アルス役のイデルは本物のミュ

ージシャンで、モンゴル伝統の馬頭琴に現代的な要素を融合させて電子音楽をやっている

らしい。 

私が本作でこの２人以上に注目したのが、ロードムービーになった後にアルスの前に登

場し、何かとアルスを手助けする若い女性、塔娜（タナ）（娜荷芽／ナヒヤ）。監督も美人

だが、このナヒヤもかなり美人だから、私の目につくのは当然。しかし、ストーリー構成

の上ではあくまで補助役に徹しているところは好ましい。そんな演出を考えると、このタ

ナはひょっとしてチャオ・スーシュエ監督の分身かも・・・。母子のロードムービーの中

に若い女性が加われば、恋愛問題が発生してきても不思議ではないが、さて本作は？そし

て何よりも、テーマである母子のサイドカーによる内モンゴルの大草原を駆け抜けるロー

ドムービーの結末は？ 

認知症の怖さを強調すれば、怖さはいくらでも広がっていくが、他方、内モンゴルの大

草原があれば・・・。本作を見れば、そんな新たな“人生観”が少しは芽生えるかも・・・。 

２０２３（令和５）年７月５日記 
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